
講演会や研修会、ホームページな
どで、在宅医療に関する様々な情
報を提供しています

深谷・寄居地域の在宅医療をサポート！

『在宅医療連携室』の役割

往診医 歯科医師

訪問看護師

医療と介護の

連携支援！

在宅療養を

支援する体制

在宅療養中の方が

一時的に入院できるよう

地域の５つの病院が

サポートします

在宅医療の相談窓口

在宅での医師やケアマネ、

訪問看護等のスタッフが

スムーズに情報共有できる

環境整備をお手伝い。

病院と在宅担当者との連携

も、よりスムーズになることを

目指しています。

ICTを用いた

連絡体制の整備

ケアマネージャー

薬剤師

医療ソーシャル

ワーカー(MSW)

住み慣れた家で

療養していたい

本人の願いを叶えたい

など・・・

＊ACPとはアドバンス・ケア・プランニングの略で

元気なうちから自分の最期について考えることです。

自分の思いを、医師や家族等に伝えておきましょう。

患者・家族の思いから

ACPをチームで支える

住民や専門職へ

情報発信！

深谷寄居在宅医療連携室
TEL:048-501-5951

受付時間（平日）9：00～17：00

患者本人と
家族も参加



訪問看護師

深谷・寄居地域の

在宅医療をサポートする

「在宅医療」とは？
加齢や病気などにより、通院ができなくなった患者さ

んの自宅を医師や看護師が訪れ、診察や治療、生活

指導などの医療を行うことです。歯科医や薬剤師が自

宅を訪問することもできます。

介護保険のサービスを組み合わせて、医療と介護を

受けながら、住み慣れた自宅で自分らしい生活を送る

ことができるのが在宅医療です。

病気になったら病院で治療し、治れば自宅へ！

最近では、最期まで自分らしく過ごしたいと「在宅での

看取り」を望む方も増えています。

在宅医療連携室の役割は？
「深谷寄居在宅医療連携室」では、地域で
在宅医療を受けたい方の相談をお受けしています。
ケアマネージャーの資格を持つ看護師が対応します。
その人に合った在宅療養ができるよう、地域の多職種
（プロ）とご本人・ご家族をつなぎ、支援します。

こんなことでお困りならご相談下さい！
●「終活」をしたいが、何から準備したら良いのか？

●主治医は「往診や看取り」をしていない。在宅で

看取をする時にどのように医者を探せば良いのか？

●高齢世帯で、これ以上通院するのが難しい

●退院は決まったけど、今までのように

自宅で生活ができるか不安・・・

●自宅でリハビリや訪問看護を

受けたいが どうすればよいのか？

●自宅でも緩和ケアを受ける

ことはできるか？

●ＡＣＰ/人生会議って何？

教えて欲しい。

～在宅医療は古い？新しい？～
わずか50年前まで、病気になれば自宅で療養し、近
所のお医者さんが往診してくれました。年を取れば自宅
で亡くなり、家族で看取るのが一般的でした。

しかし昭和45年頃から病院の数が急増し、病院での

看取りが増えました。今では8割以上の方が病院で亡く

なるため、多くの人が『亡くなる間際や最期は、病院で迎

えるのが当たり前』と思うようになったのです。

しかし、いざ自分の最期を考えると、6割の方は『自宅

での療養』や『住み慣れた家で最期を過ごしたい』と願っ

ています。自然災害や家族を看取った経験、著明人の

生き様も「人生の終い方・エンディング」について考える

きっかけになっています。あなたはどうしたいですか？

こうして、自然死の時代から、本人の意思を確認しな

いままに高度医療で1分1秒でも長く生命を維持しようと

する時代を経て、『誰にでも命の終わりがあると認める安

らかな死』を求める時代へ変わろうとしています。

そして『自分らしく、自然な死』を希望する人が増える

中で、『ACP/人生会議』の必要性と、『在宅医療』が

今、また注目されています。

在宅療養の支援体制について
●在宅療養中の一時的な体調の悪化や急変に備えて、

地域の５つの病院が患者と在宅医師をサポートする体

制を作っています。

「最期まで自宅で」と決めた後も、体調が悪くなると不安

になります。その思いに応じた対応ができるよう、在宅の

医師らと医療機関が連携を図るものです。

●ケアマネジャーと病院の連携を定めた「入退院支援

ルール」も策定中です。深谷・寄居・熊谷地域で共通し

ており、入院・退院時の連携がスムーズになります。

まずはお気軽にご相談ください‼

つなぎます！

深谷寄居医師会２Ｆ

深谷市国済寺319-3

☎048-501-5951
相談受付時間

月曜日~金曜日

深谷寄居在宅医療連携室


